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過労死をなくすために

弁護士 川 人 博

２０１７年６月１日



第１

過労死の実態と

過労死防止法の成立



過労死とは，

仕事の過労・ストレスにより病気
になり，死亡すること。

Death from overwork



1980年代後半，働く人々の脳
心臓疾患の突然死が頻発

1988年「過労死１１０番」が

スタート



１９９０年代前半にバブル経済が崩壊
し，日本は長期にわたる不況となる

「生き残り」をキーワードにして

長時間労働による過労

雇用不安によるストレス

が職場に広がり，精神疾患・自殺が激
増する



最高裁第二小法廷

２０００年３月２４日判決

「使用者は業務の遂行に伴う疲労
や心理的負担が過度に蓄積して，
労働者の心身の健康を損なうこと
がないよう注意する義務を負う」



2013年5月，国連（社会権規約委員会
）が日本政府に対し，長時間労働や
過労死に関する改善勧告を行った。



現代日本の過労死・過労自殺の
深刻な実態を改善するために，

2014年6月20日，過労死等防止対
策推進法（過労死防止法）が国会
で成立。



２０１５年７月２４日、

過労死防止大綱が閣議決定された。

２０１６年１０月７日、

「過労死等防止対策白書」が発表さ
れた。



第２

広告代理店女性社員の

過労死

痛苦な犠牲の教訓を踏まえて

過労死防止対策の強化を



２０００年３月の最高裁判決があ
ったにもかかわらず，

２０１５年１２月２５日，女性新
入社員が亡くなった。

彼女の死亡から何を学ぶべきか。


